
 大工、建具、家具で技能競う
第60回技能五輪全国大会11/4 - 7

　厚生労働省及び中央職業能力開発

協会の主催による第 60 回技能五輪

全国大会が 11 月 4 日から 7 日まで

の 4日間、千葉県千葉市美浜区の幕

張メッセを主会場として開催され

た。

　技能五輪全国大会は国内の青年技

能者の技能レベルを競うことによっ

て、青年技能者に努力目標を与える

と共に、一般の人々が技能に触れる

機会を提供することによって技能尊

重の気運の醸成を図ることを目的と

して毎年開催されている。今大会の

競技職種は 42 種類。参加選手は合

計で 1014 名。各競技の優勝者（金

賞受賞者）には厚生労働大臣賞が授

与される。また、一部の競技種目

は 2 年後の 2024 年 9 月にフランス

のリヨン市で開催される技能五輪世

界大会における日本代表選手の選考

も兼ねている。建築関係の職種は幕

張メッセを会場とし、実技の競技

は 11 月 5 日と 6日の 2日間で実施。

ここでは木工建築関係の職種の競技

に焦点を当ててレポートする。

■建築大工
　建築大工の競技には 56 名の選手

が出場。今大会の全職種ではメカト

ロニクスの 82 名に次いで 2番目の

参加者数となった。競技課題は「柱

建て小屋組」であり、脚付きの台形

の土台を基本とし、その上に桁組を

柱にして屋根と小屋筋交
か

いを組み込

む内容となっている。基準となる柱

の高さは競技前日に公表されるた

め、出場選手は競技会場での応用力

も試されることになる。作業時間は

2 日間の競技で合計 12 時間。作業

順序は現寸図の作成、部材の木削り、

墨付け、加工仕上げ、組み立ての順

番で行う。この際、現寸図と墨付け
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